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超耐候性樹脂「デンカＳ－Ｗポリマー」を開発 

耐候性に優れた熱可塑性樹脂であるＡＥＳ（アクリロニトリル－エチレン・プロピレン・

ジエンゴム－スチレン共重合体）樹脂、ＡＡＳ（アクリロニトリル－アクリルゴム－スチレン共重合

体）樹脂は、自動車、建材、家電などの屋外用途に広く使用されています。 

従来、これらの耐候性樹脂を製造する際は、ゴムにスチレンおよびアクリロ

ニトリルをグラフトさせるため溶液または乳化重合工程が必要でした。一方、

当社ではグラフトゴムを作るための重合工程を必要としない反応性特殊エラス

トマーと反応性特殊ＡＳ樹脂を押出機内で反応させるリアクティブプロセッシ

ング（反応押出）法を活用した耐侯性樹脂「デンカＷポリマー」を開発、市場

開拓を行ってきています。 

本技術では、従来製造法では必須であった第三成分ジエンモノマーを添加す

る必要がないため、従来耐候性樹脂に比べ耐候性、熱安定性に優れた材料が得

られます。現在、塩ビ雨どいの被覆材、浴室の窓枠材、ガスメーターカバーな

どに使用されています。 

今回、本技術をさらに発展させた新たな超耐候性樹脂「デンカＳ－Ｗポリマ

ー」を開発しました。本樹脂は当社独自の技術による新規アクリル系樹脂グラ

フトゴムを用いることにより、「デンカＷポリマー」に比べ、耐候性が格段に向

上、ＡＡＳ樹脂の特徴である良着色性、高光沢性、またＡＥＳ樹脂の特徴であ

る高強度を兼ね備え、かつ耐スクラッチ(傷)性に優れた従来樹脂には見られな

いユニークな性能を有しています。現在、車輛、建材、家電分野を中心に既存

ＡＡＳ樹脂、ＡＥＳ樹脂の高性能化用途、アクリル系樹脂の高強度化、無塗装

化用途などへの市場開拓を進めています。 

リアクティブプロセッシング技術開発には高度の反応促進技術、反応抑制技

術およびスクリュー構成ノウハウまた反応分析解析能力が必要ですが、本技術

を駆使することにより従来常識では困難と考えられていた相反する性能を持っ

た樹脂開発ができる可能性があります。今後さらに本技術を発展させ各種新規

樹脂の開発を進めていく予定です。 

 

※次ページ：「デンカＳ－Ｗポリマー」と他樹脂との耐候性比較試験写真 

 

[問い合わせ先]  ＡＢＳ･機能樹脂事業部 ℡03－3507－5305 
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